








要約:アンケートにより斜視はある程度検出されるが、視力不良は検出できない。視力検

査は検査ができれば視力不良に対し有効であるが、 3 歳 2～3 ヵ月頃までは可能率が低い。

これを補うには屈折検査の導入が必要である。視能訓練士による眼位眼球運動検査は斜視

の検出に有効であり、視覚健診に導入すべき検査である。立体視検査は視力不良、斜視の

検出には不適だが、アンケートによる偽内斜視の拾い過ぎ防止には補助的に使える。


